
第 37 号く ら ふ と令和５年３月１日

令和４年度 県内保育所（園）・認定こども園 実態調査「コロナ禍の保育」

Ⅰ　行事の工夫について
⑴ 新型コロナ感染症防止のため行事にどのような見直しが行われたかお答えください。（複数選択可）

⑵ 行事の見直しをした結果、良かった点をお答えください。
・できる形を模索しながら行うことで、保護者からの理解が得られ、園への理解へとつながった。
・ねらいを職員で再確認したり、内容を検討したりして何を育てたいのか話し合うことができた。
・見直しを行うことで、意図とねらいを職員間で話し合い、より良い内容にするための知恵を出し合うこと
ができた。職員の連携を深めることができた。
・本来の姿である子ども主体の活動となった。
・発表会は１クラス１演目にしたため、子どもにも保育士にも負担なく実施することができた。発表会も運
動会も保護者がゆったりと観覧することができた。
・これまで慣例としてきた行事を子どもの観点や保育士の働き方改革の視点で見直しできた。
・できないと思っていたことも工夫次第でなんとかなること、逆にこんなこともできるのか、と気づくこと
もあった。
・年間の計画を見直し、園内での遊びが充実した。
⑶ 行事の見直しをした結果、課題をお答えください。
・YouTubeで行事の配信を行ったが、閲覧者はそれほど多くなく準備等大変な割に見てもらえていないと
感じた。
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く　　ら　　ふ　　と

令和６年度鳥取県内保育所（園）・認定こども園　実態調査

「コロナ後の保育現場の実態・課題について」

　世界的に猛威を振るい、長い間あらゆる社会
生活を振り回した新型コロナウイルス感染症の
感染法上の位置づけが５類に変更され１年以上
が経過し、コロナ前の日常がほぼ戻ってきたの
ではないかと思うものの、様々な場面で自粛を
求められた強い閉塞感の中、全国的なニュース
でとりあげられるほど、保育現場における不適
切保育が深刻な問題として注目されるようにも
なりました。
　この度、アフターコロナといわれるコロナ後
の今、コロナ以外のことも含めた県内保育現場
の実態、課題等を把握するため、アンケートを
実施したところ、コロナ禍のいろいろな制限が
なくなり、ようやく、のびのび自由にやりたい
ことができるようになったと喜ばしい反面、行

事、保護者対応等コロナ前と全て同じにしなく
てもよいのでは？という新たな気づきがあるこ
と、併せて、不適切保育について、職員の皆さ
んが複雑な思いを抱きつつも、高い意識をもっ
てこの問題に向き合わなくては解決しないとい
う強い気持ちを持たれていることがわかりまし
た。以下に詳しい考察を掲載いたします。決し
て万事満足というわけではないですが、各所（園）
共、より良い保育を目指して日々奮闘し、様々
な問題点について投げ出さないで向き合ってい
るということを感じていただければ、また明日
から頑張ろうという気持ちに繋がるのではと思
います。
　お忙しい中、アンケートにご協力をいただき、
ありがとうございました。

（調査委員：伊藤幸恵、伊藤恵美子、井上　道、塩坂幸子、林　美樹、前田侑子）
回答 65施設／依頼数 139施設（回収率 46.8％）

　Ⅰ．コロナ後の保育について

⑴ �コロナで見直した行事や活動（食育活動等）内容は、現在どのように行われているかお答えください。

⑴ �コロナで見直した行事や活動（食育活動等）内容は、
現在どのように行われているかお答えください。

　n=65

コロナ前に戻した内容で
行っている
5施設　8％

コロナ前の内容と、コロナで改善した内容
と両方を取り入れている
60施設　92％

見直したままの内容で
行っている
0施設　0％

○�コロナ禍で行事や活動などが各保育所（園）・こど
も園で試行錯誤し行事の見直しをされ、ほとんど
の園がまだ移行の段階だったことがわかる。
○�縮小行事など様々な工夫をし、少し形を変えても
子どもたちに様々な活動や取り組みを、できるだ
けたくさん経験させてあげることが課題であり目
標だと思う。

考 察
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⑵ 行事の参加人数の制限（保護者）は、現在どのようにされているかお答えください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑶ �保護者との関わりについて、現在の状況を
教えてください。

⑷ 保護者同士の関わりについて、現在の状況を教えてください。

⑸ �保育者の業務量や負担感について、現在の状況を 
教えてください。

○�参観日や懇談会など保護者との関わりはコロナ前の
ように戻っており、保護者との共通理解はできている
ようだ。しかし、コミュニケーションがとれない時期
を何年も過ごしてきた保護者への支援は必要である。

考 察

⑶ �保護者との関わりについて、現在の状況を教えてください。
� 　n=65

参観日や懇談会 
などを行い、通
常のやり取りが
できている　
65施設　100％

未だ、参観日等
十分にできていない
0施設　0％

その他
0施設　0％

⑸ �保育者の業務量や負担感について、現在の状況を教えてください。
� 　n=65

増えている　
17施設　26％

変わらない
36施設　55％

減っている
12施設　19％

▶ 行事によるが、ほぼ人数制限はなし。
▶ 感染状況や行事の内容により人数を制限している。
▶ �コロナ対応ということではなく、会場の面積、会場が
室内・室外など園の環境により人数制限を設けている。

○�コロナ禍前の人数制限なしの園が半数以上だが、屋内、
屋外の行事や感染症の状況によって人数制限したりと、
臨機応変に対応しながら行っている園が多かった。

○�子どもの成長を行事等を通して保護者に見てもらえる
機会を増やしていくことが課題だと思う。
○�コロナが５類に移行されたことにより、行事が徐々に再
開されたことは喜ばしい。また、コロナを経験したことに
より、行事の見直しができたり、オンラインを活用したり
することも大きな変化となった。

考 察⑵ �行事の参加人数の制限（保護者）は、現在どのように
されているかお答えください。� n=65

人数制限なし
41施設　63％

人数制限あり
10施設　15％

その他
14施設　22％

○�コロナ禍で行事が中止・縮小され、保護者同士が接す
る機会が減少したが、コロナ前のようにとはいかなくて
も保護者同士で関わりを持とうとしているのを感じる。

考 察

▶ まだ十分とは言えないが、コロナ前に戻りつつある。
▶ コロナ前後で特に変わりはないように感じる。
▶ �0、1 歳児のみの園なので、もとより保護者同士の
関わりが深まることは無かった。

⑷ �保護者同士の関わりについて、現在の状況を教えて
ください。� 　n=65

コロナ前のような
保護者同士の関わ
りが持てている　
30施設　46％

コロナ禍、行事等十分
にできなかった分、保護
者同士の関わりが希薄に
なっている
31施設　48％

その他
4施設　6％
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⑹ �⑸で「増えている」とお答えされた方にお尋ねします。その業務内容や負担感を具体的に教えてください。

⑺ �地域の方との連携について、現在の状況を教えてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑻ �⑺で「コロナ前のような交流等、連携が取れて
いる」とお答えした方にお尋ねします。交流等
を行ううえで工夫している点を教えてください。

⑼ �⑺で「戻った部分と戻っていない部分がある」とお答えした方にお尋ねします。
　 その内容や理由を教えてください。

▶ �なるべく人数制限無しで行っている。
▶ �人数制限をするなど、お互いがコロナ禍で学んだ感染対策を講じながら行っている。
▶ �地域の方がコロナ時も連携推進の必要性を感じておられ、再開に積極的で、感染予防に努めながら行っている。
▶ �公民館、児童館、地域のお店見学など積極的に出かけるようにしている。
▶ �地域との連携は、コロナ禍もリモートを利用しており、現在も変りなく行っている。
▶ �中学校区の研修等戻っている。また、校区中学生の体験学習を取り入れた。
▶ �交流や活動に継続性を持つようにしている。
▶ �地域と保護者の関係性ができるような行事内容の工夫。

○�コロナ禍で改善されたり見直したりした業務のなか
で、保育者の負担が減った部分と増えた部分があ
り、労働環境を再度見直す必要があるように思う。
○�コロナ禍の消毒作業などは軽減されたものの、家
庭支援・発達支援などが増加しており、保育士等
職員の業務量は軽減されていない。また、業務軽
減のために導入した ICT により便利になった業務
もあるが、逆にシステムの操作を覚えるまでに時
間がかかり仕事量が増えてしまったというケースも
見受けられる。

考 察▶ �参加型の研修会が増え、報告書や伝達に費やすのが
後日になる為。

▶ �保護者対応、特別支援、要対協ケースの件数増加に
伴う対応や事務業務の増加。

▶ �消毒や清掃がコロナ禍より減ったものの、コロナ前と
比較すると念入りに行っている。

▶ �コロナ禍に中止していた行事が復活したことによる負担。
▶ �不適切保育や事故防止のため、心理的な負担感が増えている。
▶ �ICT 化に伴い便利になった部分も多いが、管理する
ものの負担も多くなった。

　 �また、保育士は、保護者への連絡帳（ICT）の返信に
追われている。

▶ �常勤保育士の雇用が難しく、シフト勤務の負担が増えている。

⑺ �地域の方との連携について、現在の状況を教えてください。
� 　n=65

コロナ前のような
交流等、連携が取
れている　
31施設　48％

戻った部分と戻っていない
部分がある　　27施設　41％

コロナ前のような
交流等、連携が取
れていない
4施設　6％

その他
3施設　5％

▶ �公民館祭りの内容が見直され、園児の作品展示が無く
なった。その分、別の形で公民館との交流をとっている。

▶ �今年度より地域の方と年長児とのあいさつ運動を始めた。
▶ �地域の方が高齢になられたために止めたもの、新たに
小学校との連携など増えたものもある。

○�コロナが５類になった今もなお感染症の警戒や心配
で、特に高齢者との交流が難しくなっているという
現状だが、子どもが様々な人と交流することで豊か
な心やつながる力を育むためにも交流の仕様を変更
したり、創意工夫をしていかなくてはいけない。

考 察

▶ �交流時の体調などをお互いこまめに連絡し合い、時間
を短くして行うようにした。

▶ �大人数集まる交流では飲食は行わない。
▶ �コロナが終息したわけではないので、園主催の行事は中止している。
▶ �一旦中断した行事を復活させるためには、一から打ち合わせ
をすることになり、一度には元のようには戻れない。

▶ �地域の高齢者や高齢者施設との交流は再開していない。
▶ �コロナ禍をきっかけに地域との行事の見直しをした。 
（見直しをしているところ。）
▶ �園側が交流を再開したいと思っても、相手側から拒否される
ことがある。

▶ �よく検討する機会と時間が不足している。
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 ⑽ �保幼小連携について、現在の状況を教えてください。

⑾ �⑽で「コロナ前のような交流等、連携が取れている」とお答えした方にお尋ねします。
　 交流等を行ううえで工夫している点を教えてください。

⑿ ⑽で「コロナ前のような交流等、連携が取れていない」とお答えした方にお尋ねします。
　 �その理由等を教えてください。

⒀ コロナ後の保育士等職員のメンタル面等心配なことや悩みがあればお書きください。

○�お互いの感染状況等を考慮し、対策をしながらも、子どもたちの生活や学びの基盤とし、幼児期の教育と児童期の教育
を円滑に接続できるよう保幼小をつなぐ取り組みが大切だと思う。

○�６月時点で多くの園がコロナ前のような交流・連携が取れているとの回答から、コロナ前からしっかりと交流が行われて
いたことが伺える。５類移行とともに小学校との交流などがスムーズに行えるようになったのではと考える。反面、元に
戻すことが難しいという園もあり、園・小学校それぞれの職員の異動など何らかの原因があり、今後の検討事項である。
何より、子どもたちの健やかな育ちのためには社会とのつながりは大切な事柄であり、地域の方、小学校等との連携が
さらに深まることを期待する。

考 察

▶ �やらないで済むことが多かったため、それに慣れてしまった。
▶ �誰かの正義は、誰かの不義になるのを痛感した。
▶ �コロナ禍の方がメンタルがギリギリだった。
▶ �５類に移行し、通常保育が可能になったので心配や悩みはなくなった。

▶ �協議会等はできているが、元に戻すことが難しく、交流できる機会や訪問等が減少した。
▶ �夏休みに行なっていた教職員の保育体験が学校都合で来られなくなった。
▶ �コロナを機会に見直しをしている。（回数など）
▶ �コロナ禍の数年間で教職員の異動があり、以前の連携の趣旨や目的を共有するのにもう少し時間が必要。

▶ �マスク着用などの感染対策や短時間での工夫、空間・環境設定の工夫。
▶ 小学校との話し合いや交流計画作成など密に連携をとりながら行っている。
▶ 小学校だけでなく、小学校区の保育園・幼稚園との横のつながりを意識した交流活動を行っている。
▶ �人との関わりが希薄になっていた時期、心の育ちの未熟さを感じていたので、今年度は交流を多く持ち、小学生
から様々な面で学びたいと計画している。

▶ �コロナ禍に交流をしていなかったことが楽だと職員が感じやすいので、交流する意義を全職員で確認するようにしている。
▶ 互恵性を大事にしている。
▶ �期待して活動できるよう、交流時のペアの顔（写真）や名前がわかるようにしている。また、保護者にも予告編
のお便りを配信している。

▶ �研修などが行われ、少しずつ連携や交流ができるよう
になってきた。

▶ �室内活動は人数が多くならないようにするなど、相談
しながら進めている。

▶ �以前は小学校、保育園が相互理解のために出向いて
研修を行っていたが現在はできていない。

▶ �年度がスタートしたばかりで、これから連携の計画を
立てていく。

▶ �今年度より積極的に交流を持つように連携をとっている。
▶ �未満児施設のため交流はない。

⑽ �保幼小連携について、現在の状況を教えてください。
　n=65

コロナ前のような
交流等、連携が
取れている
43施設　66％

コロナ前のような
交流等、連携が取
れていない
8施設　12％

その他
14施設　22％
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　Ⅱ．不適切保育について

⑴ �「不適切保育なのでは？」と考えられる項目や事例にはどのようなことがありますか。（複数選択可）

⑵ �なぜ「不適切保育」が起きると思いますか。（複数選択可）

⑶ どうしたら「不適切保育」を防げると思いますか。

▶ �怖い顔でにらむ、子どものペースに合わせず保育を
進める等

▶ �怒鳴ったり子どもが怖がるものを使って恐怖心を与える。
▶ �職員の感情や都合で園児に厳しく当たる、職員間で
も思いやりを持った言動ができない。

▶ �保育は個人の価値観、性格が反映し、職員集団の雰囲
気にも合わせるような、同調圧力もある。そのうちに、
染まって行く人、合わなくて辞める人に分かれると思う。

▶ �クラスが孤立している、他クラスの保育に無関心等
▶ �指導不足、管理者の現状把握が足りない等
▶ �建物の環境の見直しができず、より良い環境への工夫
が難しい。

▶ �人権意識の低下、職員間のチームワーク、管理職の考え
▶ �学習はしているが、具体的な場面での行動の変容が
難しい

▶ �職員が子どもヘの理解を深め、結果ではなくその子の発達に合った成長を見取る力をつけていくこと。
▶ �研修などを受け保育者の意識改革、保育の質の向上を図る。
▶ �職員が安定した状態で意欲を持って仕事ができるよう、人的、物的、精神的に安定できる状態であること。
▶ �保育所は人間形成を作る大事な土台の場所と社会全体が認識し、保育所は「養護及び教育を一体的に行う教育機関」
であるゆえ、保育士は専門職という責任と意識を高め、それに見合った高賃金にする。

▶ �自覚のない場合もあるため、他者から見て何が不適切だと感じるかを理解すること。
▶ �職場での話しやすい雰囲気づくり、チームワーク。
▶ �不適切保育が起こりうる原因を管理者が把握し、職員と共に早急に解決していくことが最善の策だと考える。

⑴ �「不適切保育なのでは？」と考えられる項目や事例
にはどのようなことがありますか。（複数選択可）
� n=65

大声を出す
50施設　27％

職員同士が子どもの前
でおしゃべりをする
36施設　19％

子どもの意見を
聴かない
48施設　26％

着替え、排泄時の
仕切りがない
39施設　21％

その他
13施設　7％

⑵ �なぜ「不適切保育」が起きると思いますか。 
（複数選択可）� n=65

人的余裕がない
51施設　26％

学習不足
47施設　24％

その他
12施設　6％

時間的余裕がない
（行事に追われる、
書類が多い）
47施設　24％

国の配置基準の
早急な見直しが
必要
41施設　20％

▶ �業務に対する負担感や行事に対する不安感。
▶ �なかなかマスクを外すことができない。
▶ 消毒を徹底していたことをコロナ後はどこまで寛容にするのか。また、共食をどの程度考えていくのか。
▶ �保護者とのコミュニケーションが少なかった時期に採用された職員は、コロナ後は保護者対応に気を遣い疲れを
感じやすい。また、保護者にも繊細なメンタルの方が多く、その対応に保育者は苦心している。

▶ �個人面談を定期的に行い、悩みを聞いたり、その人の良い所、頑張っている姿を伝える。
▶ �５類になり、コロナに感染して仕事を休むと有給休暇が減る。また、予防接種料もかかる。
▶ �家庭支援や発達支援の増加で業務の複雑化や増加はあるにもかかわらず、職員の配置割合は変更にならない。人
的にも時間的にも余裕がなく、大変さが増幅している。

▶ �コロナ禍で見直したことで、方法や内容を無理に詰め込み過ぎないようにはなったが、今後次第に求められるこ
とが増えてくると、その圧に耐えられるのかなという心配をしている。
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⑷ �貴園では不適切保育についての 
研修を行っていますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑹ �⑷で「行っている」とお答えされた方にお尋ねします。 
研修を受けて不適切保育とは何か理解できましたか。

⑻ �⑺で「変化や工夫があった」とお答えされた方にお尋ねします。その変化や工夫を具体的に教えてください。

▶ �クラス会、園内研修、職員会の回数が増えた。いつも保育を振りかえり話し合う場ができつつある。
▶ �職員の意識が変わり、環境を整えたり、より丁寧な保育を心がけるようになった。
▶ �毎年県主催の安全研修を全職員が受けている。受講後、各自感想を書いているが、書いたことがその場限りで実
際に保育につながっていかない。そんな中一人の保育士が自分の保育の限界を感じしんどい現状をはなしてくれ
た。各クラスのリーダーと共有し、園全体で体制を整え、現状の中でできることを進めている。

▶ �はっきりと理解できたかとか分からないとか答えられない問題だと思う。園内で起こった問題に対し、その都度改善策を出
し合いやっていくしかない。急激な変化は難しいので自覚することを大切に少しずつやっていくしかないと思う。

▶ �子どもへの言葉がけや理解に否定的な表現が減った。
▶ �職員間で気づき知らせ合うことができつつある。言えない場合も管理職への報告があるようになってきた。
▶ �マニュアルの見直し等。
▶ �一人一人が気づきや発見について記入した用紙に返事を返すことで、前向きに職務に向かう姿勢がみられた。
▶ �自分の振り返りにつながった。
▶ �年齢に応じた着替えの仕切り等を設けた。

▶ �人権擁護のためのセルフチェックを全職員が行い、結果をもとに職員間で不適切保育について話し合いをした。
▶ �職員への個々の周知や全体での意識改革 　▶ 管轄課主導で研修を定期的に研修を行っている。
▶ヒヤリハットを用いた振り返り　▶ �自己評価シートを使っての振り返り
▶ �当園には不適切保育防止委員会が設置されています。委員長は主任。メンバーは様々な職種、処遇の職員６名。相談役に園長
がつき、随時委員会を実施。園のチェックリストを作り職員一人一人にファイルで渡しています。ファイルは週に１回委員長に提出。
研修計画も委員会で決めてもらっています。個人的に絶対やろうと言ってやったのが、あなたならどうする？という感じのロール
プレイングです。保育中のこれは？と思う１場面を演じ、意見交換をします。当園では、しない、させない不適切保育、をスロー
ガンにして、短期の目標も掲示。いかのおすし、のように「おもいやり」「あそびば」といった標語のようなものも作りました。

▶ �時々おやつ後のお迎えが近づいたころ、チェックタイムではないですが、お迎えまで、もう少し、もう１回自分の保
育振り返ってみてね、荷物の入れ間違いなども不適切につながりますよ、確認してみてね、のように、意識してくれ
るきっかけになるよう、音楽を流したりすることもあります。

⑹ �研修を受けて不適切保育とは何か理解できましたか。
　n=61

理解できた
58施設　95％

よくわからない
3施設　5％

⑷ �貴園では不適切保育についての研修を行っていますか。
　n=65

行っている
61施設　94％

行っていない
4施設　6％

⑸ �それはどのような研修ですか。（複数選択可）n=61

専門家の話を聞く
（対面やリモート研
修、DVD等）
4施設　6％

その他
12施設　20％

職員間で話し合う
45施設　74％

⑺ �研修を受けて職員や園の体制等に変化がありましたか。
　n=61

変化や工夫があった
52施設　85％

特にない
9施設　15％

⑸ �⑷で「行っている」とお答えされた方にお尋ね
します。それはどのような研修ですか。

⑺ �⑷で「行っている」とお答えされた方にお尋ねします。
研修を受けて職員や園の体制等に変化がありましたか。

（ 6 ）第 41 号　� 令和 7年 3月21日



く　　ら　　ふ　　と

⑼  �その理由があれば教えてください。

　　

第
２
回
障
が
い
児
保
育
研
修
会

第
２
回
障
が
い
児
保
育
研
修
会

賀
露
保
育
園
　

賀
露
保
育
園
　
山
下
　
由
香

山
下
　
由
香
　　

　
「
子
ど
も
の
発
達
に
寄
り
添
う
保
育
」と
題

し
、
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
・
新
規
医

療
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
・
臨
床
研
究
支
援
部

門
特
命
助
教
の
嘉
手
苅
瑠
輝
先
生
に
ご
講
演

い
た
だ
き
、
配
信
期
間
11
月
１
日
か
ら
５
日

ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
支
援
を
考
え
る
と
き
、
個

別
の
特
別
な
支
援
だ
け
で
な
く
、
ま
ず
集
団

へ
の
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
子
ど
も
た
ち
に
見

通
し
が
も
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。「
活
動
が
楽
し
め

る
よ
う
に
す
る
」、
で
き
た
こ
と
を「
す
ぐ
に
、

い
ろ
ん
な
言
葉
で
、
視
覚
的
に
褒
め
る
」な
ど
、

保
育
の
中
で
大
切
な
こ
と
を
改
め
て
確
認
で

き
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

個
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
る
と
き
の
視
点

と
し
て
、
子
ど
も
と
環
境
の
相
互
作
用
が
あ

る
こ
と
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

行
動
上
の
問
題
に
は
、要
求・

回
避
・
注
目
・
感
覚
の
4
つ

の
き
っ
か
け
が
あ
る
。
行
動

を
す
る
前
や
後
に
着
目
し
、

な
ぜ
そ
の
行
動
を
し
た
の

か
、
結
果
何
が
生
じ
た
の
か

な
ど
、
行
動
の
理
由
を
基

に
、
代
わ
り
と
な
る
望
ま
し
い
行
動
の
事
前

の
支
援
の
工
夫
を
明
確
に
す
る
、
そ
の
か
か

わ
り
方
を
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
目
標
設
定
し
、

支
援
計
画
に
盛
り
込
む
等
、
支
援
の
方
向
付

け
の
仕
方
を
分
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
行
動
上
の
問
題
を
そ
の

子
一
人
の
特
性
に
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、

私
た
ち
保
育
士
を
含
め
た
周
り
の
人
と
の
か

か
わ
り
な
ど
環
境
の
見
直
し
を
し
て
い
く
こ

と
の
重
要
性
も
感
じ
ま
し
た
。

　

講
演
の
終
わ
り
に
は
、
私
た
ち
の
た
く
さ

ん
の
質
問
に
も
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

支
援
す
る
と
き
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
ば
か
り

に
目
を
向
け
る
の
で
は
な
く
、
得
意
な
と
こ

ろ
に
も
目
を
向
け
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
手
掛
か
り

に
し
て
い
く
こ
と
。
支
援
が
う
ま
く
い
か
な

い
と
感
じ
た
と
き
は
も
う
一
度
ア
セ
ス
メ
ン
ト

し
、
情
報
の
収
集
や
理
解
を
し
て
見
直
す
等
、

日
々
の
保
育
に
役
立
つ
示
唆
を
た
く
さ
ん
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
嘉
手
苅
先
生
が
、

「
ち
ょっ
と
の
こ
と
で
も
で
き
た
ら
喜
び
合
う

こ
と
で
支
援
者
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
あ
げ
る
こ
と
も
大

切
」と
話
さ
れ
た
の
を
お
聞

き
し
、
私
た
ち
も
お
互
い
に

支
え
あ
い
な
が
ら
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
い
園
生
活
を
過
ご

せ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

研修会に参加して研修会に参加して

講師の講師の嘉嘉
か で か るか で か る
手苅手苅瑠瑠

りゅうきりゅうき
輝輝先生先生

▶ �全職員ではできていない。研修を受けた職員が、報告書を回覧したり、園内研修で報告したりはしている。
▶ �不適切保育というと、保育士は自分が非難されていると反発するので、子どもの人権を大切にする研修としては、
実施している。内容は、何が不適切か？というもの。

○�円グラフ（４）を見てわかるように、おおよその園が不適切保育についての研修を行っており、多くの保育士が研修
を受けて「不適切保育とは何かを理解できた」と答えている。
　�では、なぜ、不適切保育がなくならないのか。その要因として「人的余裕・時間的余裕がないことから起こる心
の余裕のなさ」「学習不足」「国の配置基準の見直し」があげられている。配置基準の見直しについて訴え続けて
いくこと、事務や行事の見直しを行い業務軽減についても各園で検討していくことが引き続きの課題である。
　�また、研修やセルフチェックを行っているが、自分自身の保育（言動）と結びついていないことが不適切保育に繋がっ
ていると考えられる。「保育はこうしなければならない」「苦手なものを食べられるようにさせてあげないとかわい
そう」という固定観念からの脱却と保育士自身の意識改革が必要であり、「保育の安全」についての専門家の研
修や人権研修を定期的に受け学習を積み重ねていくことが重要であると感じた。

考 察
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た
。

　

次
に
、
子
ど
も
の
権
利
と
は「
や
り
た
い
こ

と
が
で
き
る
」「
し
て
ほ
し
い
と
言
え
る
」「
し

て
ほ
し
く
な
い
こ
と
は
や
め
て
と
言
え
る
（
聞

い
て
も
ら
え
る
）」
と
子
ど
も
自
身
が
感
じ

て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
安
心
・
安
全
が
保
障

さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
保

育
者
は
そ
の
権
利
を
守
る
専
門
家
と
し
て
子

ど
も
に
と
って
共
感
的
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
た

め
に
は
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
や
対
話
が
重
要
と
な

る
と
い
う
こ
と
を
伺
い
ま
し
た
。
様
々
な
花

が
あ
る
よ
う
に
子
ど
も
に
も
違
い
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
。
保
育
者
が

子
ど
も
を
理
解
す
る
こ
と
で
保
護
者
の
子
ど

も
理
解
も
変
わ
り
、
子
ど
も
、
保
護
者
、

保
育
者
そ
れ
ぞ
れ
に
と
って「
安
心
で
き
る
園

（
施
設
）」に
な
っ
て
い
け
る
と
話
さ
れ
た
こ

と
が
心
に
残
り
ま
し
た
。
他
に
も
写
真
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
保
育
や
子
ど
も
の
状
況
な

ど
を
分
か
り
や
す
く
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

保
育
者
と
し
て
子
ど
も
に
共
感
し
、
対
話

を
大
切
に
し
な
が
ら

子
ど
も
・
保
護

者
の
思
い
に

寄
り
添
っ
て

い
け
る
よ
う

努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　　

第
２
回
施
設
長
研
修
会

第
２
回
施
設
長
研
修
会

松
保
保
育
園
　

松
保
保
育
園
　
浦
林
　
幸
子

浦
林
　
幸
子
　　

　

第
2
回
施
設
長
研
修
会
が
11
月
18
日

（
月
）に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
を
和
洋
女
子
大
学
こ
ど
も
発
達
学
科

教
授
の
矢
藤
誠
慈
郎
氏
に
お
願
い
し
、「
保

育
の
質
を
高
め
る
チ
ー
ム
づ
く
り
」
と
題
し

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

折
し
も
こ
ど
も
家
庭
庁
が
、
２
０
２
５
年

度
以
降
の
保
育
政
策
の
新
た
な
方
向
性
と
し

て
、
政
策
の
軸
を「
量
」か
ら「
質
」へ
と
転
換

す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
今
後
、
保

育
者
の
専
門
性
の
向
上
や
環
境
改
善
、
保
護

者
と
の
連
携
強
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点

か
ら
保
育
の
質
を
高
め
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
講
演
で

は「
保
育
の
質
」の
具
体
的
な
内
容
や
、「
保

育
の
質
」の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
わ
か
り
や
す
く
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、「
保
育
の
質
」の
向

上
の
方
法
と
し
て
、
園
内
研
修
の
進
め
方
や

職
員
同
士
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
あ
り
方
な

ど
、
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
て
説
明
さ
れ
た

内
容
が
、
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
印
象
に
残
っ
た
の
は『
保
育
者

や
子
ど
も
が
生
き
生
き
と
過
ご
し
、
様
々
な

可
能
性
を
伸
ば
し
て
い
く
た
め
に
は
、
組
織

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方
を
理
解
し
、
お
互
い

の
価
値
観
や
考
え
方
を
受
け
入
れ
て
い
く
こ

と
が
大
切
』と
いっ
た
言
葉
で
す
。
同
僚
性
を

高
め
る
た
め
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
在
り
方

が
重
要
で
、
職
員
が
意
見
を
交
わ
し
合
う
こ

と
で
共
に
成
長
し
て
い
く
と
いっ
た
文
化
や
風

土
づ
く
り
が
、
園
全
体
の
保
育
の
質
を
高
め

る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。「
保
育

に
正
解
は
な
い
」と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
一
つ

の
正
解
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
様
々
な
選
択
肢
や

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
、
問
い
か

け
合
い
、
学
び
合
い
、
高
め
合
い
、
支
え
合
い
、

楽
し
み
な
が
ら
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
す
る
組
織

に
な
る
よ
う
に
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

職
員
の
可
能
性
、
子
ど
も
の
可
能
性
に
目

を
向
け
つ
つ
、
他
の
人
の
視
点
や
考
え
方
を

柔
軟
に
受
け
止
め
な
が
ら
、
私
自
身
も
自
分

の
視
点
や
考
え
方
を
豊
か
に
し
て
い
き
た
い

と
心
を
新
た
に
し
た
研
修
で
し
た
。

　　

第
２
回
乳
児
保
育
研
修
会

第
２
回
乳
児
保
育
研
修
会

浜
坂
保
育
園
　

浜
坂
保
育
園
　
塩
坂
　
幸
子

塩
坂
　
幸
子
　　

　

第
２
回
乳
児
保
育
研
修
会
が
11
月
15
日

か
ら
19
日
ま
で
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
さ
れ
ま

し
た
。
乳
児
教
育
実
践
研
究
家
、
保
育

S
o
W
ラ
ボ
代
表
、
非
営
利
団
体
コ
ド
モ
ノ

ミ
カ
タ
代
表
理
事
の
井
桁
容
子
氏
を
講
師
に

「
乳
児
保
育
に
お
け
る
保
護
者
支
援
」と
題

し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
大
人
た
ち（
90
～
40
歳
代
）は
、
子

ど
も
時
代
、
戦
争
や
高
度
成
長
期
な
ど
を

体
験
し
、「
が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
」と
子
ど

も
に
も
厳
し
く
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
今
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経

てV
U
CA

の
時
代（V

olatility

変
動
性
、

U
ncertainty

不
確
実
性
、Com

plexity

複
雑
性
、A

m
biguity

曖
昧
性
、
行
き
先

が
不
透
明
で
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
時

代
）と
な
り
、
子
ど
も
・
若
者
・
今
の
保
護

者
に
は
、
が
ん
ば
ら
な
い
と
許
さ
れ
ず
自
信

を
無
く
し
た
り
、
み
ん
な
と
同
じ
で
な
け
れ

ば
不
安
に
な
っ
た
り
と
、
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
の
低
下
や
い
じ
め
、
不
登
校
、
虐
待
の
増

加
な
ど
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
井
桁
先
生
は

こ
れ
か
ら
は「
つ
な
が
り
の
時
代
」と
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
得
意
な
こ
と
を
活
か
し
て
補
い
合

い
、
他
者
を
信
頼
し
て「
助
け
て
！
」と
言
え

る
力
を
培
って
い
き
ま
し
ょ
う
と
話
さ
れ
ま
し

講師の講師の矢矢
やとうや と う
藤藤誠誠

せいじろうせいじろう
慈郎慈郎先生先生
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第
２
回
食
育
研
修
会

第
２
回
食
育
研
修
会

い
ず
み
保
育
園
　

い
ず
み
保
育
園
　
隅
田
　
千
恵
美

隅
田
　
千
恵
美
　　

　

第
２
回
食
育
研
修
会
が
12
月
９
日（
月
）

か
ら
18
日（
水
）ま
で
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
さ
れ

ま
し
た
。
講
師
を
一
般
社
団
法
人
母
子
栄
養

協
会　

管
理
栄
養
士　

シ
ラ
イ
カ
ヨ
コ
氏
に
お

願
い
し
、「
ア
レ
ル
ギ
ー
の
基
礎
知
識
と
離
乳
食

支
援
」と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
代
は
昔
と
違
い
、
食
べ
物
も
豊
富
に
な

り
ア
レ
ル
ギ
ー
の
現
状
と
し
て
日
本
で
は
国

民
の
３
人
に
１
人
が
何
ら
か
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を

持
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は

ク
ル
ミ
を
含
む
木
の
実
類
の
ア
レ
ル
ギ
ー
が
増

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
乳
幼
児
期
か
ら
気
を

付
け
る
必
要
の
あ
る
食
品
の
一
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
時
代
に
沿
っ
た
ア
レ
ル
ギ
ー
の

知
識
を
得
て
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
自
身
の
子
ど
も
も
卵
、
小
麦
、
そ
ば
、

ピ
ー
ナ
ッツ
、米
な
ど
た
く
さ
ん
の
ア
レ
ル
ギ
ー

が
あ
り
ま
す
。
お
菓
子
で
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

材
料
を
確
認
す
る
日
々
で
す
。
実
際
に
行
う

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は
考
え
て
い
る
以
上
に
大
変

で
、
こ
の
よ
う
な
講
演
を
聞
く
こ
と
に
よ
り

ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
し
て
の
知
識
を
再
確
認
で

き
、
ま
た
新
た
な
知
識
を
得
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
講
演
を
受
講

で
き
る
機
会
が
増
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
生
命
を
守
る
た
め
に
も
、家
庭
で

気
を
付
け
る
点
、施
設
と
書
類
を
通
じ
て
確

認
し
気
を
付
け
る
点
が
あ
り
、保
護
者
と
園
、

ま
た
そ
の
子
ど
も
に
関
わ
る
周
り
の
人
た
ち
の

協
力
が
必
須
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。
こ
の

気
持
ち
を
持
ち
続
け
、保
育
者
と
し
て
今
後

も
保
育
に
携
わ
って
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

第
１
回
乳
児
保
育
研
修
会

第
１
回
乳
児
保
育
研
修
会

す
く
す
く
保
育
園
　

す
く
す
く
保
育
園
　
髙
田
髙
田  

な
お
み

な
お
み
　　

　

第
1
回
乳
児
保
育
研
修
会
が
12
月
18
日

（
水
）エ
ー
ス
パ
ッ
ク
未
来
中
心
に
て
開
催
さ

れ
、「
０
・
１
・
２
歳
児
の
育
ち
を
支
え
る
環

境
に
つい
て
」と
題
し
て
鳥
取
大
学
地
域
学
部

副
学
部
長
・
教
授
の
塩
野
谷
斉
先
生
に
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
保
育
所
保
育
の
拠
所
と
な
る
保
育

所
保
育
指
針
に
お
け
る
基
本
原
則
を
細
か

く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
指
針

の
中
の「
安
心
感
、
信
頼
感
、
主
体
と
し
て

の
子
ど
も
、
情
緒
の
安
定
、
乳
児
期
に
ふ
さ

わ
し
い
体
験
」な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
常
に
確

認
し
て
お
き
保
育
の
環
境
に
具
体
化
し
て
い

く
こ
と
で
、
子
ど
も
が
安
心
で
き
る
環
境
、

主
体
的
な
活
動
が
で
き
る
環
境
へつ
な
が
る

こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

発
達
に
は
段
階
が
あ
り
次
の
ス
テ
ー
ジ
を

先
取
り
す
る
の
で
は
な
く
、
乳
幼
児
期
の
今

の
発
達
の
段
階
を
よ
り
良
く
生
き
、
今
の
充

実
が
次
の
発
達
を
導
く
と
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
に
も
乳
幼
児
期
は
今
を
大
事
に
し
っ

か
り
遊
び
、
遊
ぶ
た
め
の
環
境
の
重
要
性
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
保
育
の
環
境
と
し
て

人
的
、
物
的
環
境
が
あ
り
ま
す
が
子
ど
も
の

主
体
性
が
発
揮
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
私
た
ち
の
役
目
で
あ
り
、
ど
ん
な

玩
具
が
い
い
か
、
遊
べ
る
か
と
工
夫
し
て
保
育

す
る
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
環
境

を
整
え
た
ら
、
あ
と
は
子
ど
も
任
せ
で
は
な

く
、
こ
こ
に
温
か
く
関
わ
る
大
人
が
い
る
こ

と
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
、
保
育
者
が

一
緒
に
遊
び
モ
デ
ル
を
示
す
こ
と
で
、
や
っ
て

み
た
い
、
遊
び
た
い
気
持
ち
が
生
ま
れ
、
物

的
環
境
だ
け
で
な
く
人
的
環
境
が
支
え
て
い

る
と
学
び
ま
し
た
。
ま
た
依
存
あ
っ
て
の
自

立
と
し
て
、見
て
く
れ
て
い
る
安
心
感
。い
つ

で
も
安
心
で
き
る
場
所
と
し
て
の
保
育
者
の

存
在
の
大
き
さ
も
感
じ
ま
し
た
。
安
心
で
き

る
環
境
が
あ
る
か
ら
こ
そ
心
配
す
る
こ
と
な

く
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
。
日
々
の
保
育
の
中
で

も
、子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
指
さ
し
や
仕

草
に
共
感
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す

が
、今
後
も
依
存
と
自
立
は
一
つ
を
念
頭
に
、

常
に
安
心
で
き
る
存
在
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

最
後
に
、子
ど
も
は
環
境
と
の
相
互
作
用
の
中

で
育
ち
豊
か
な
相
互
作
用
を
も
た
ら
す
の
は
遊

び
と
も
学
び
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
何

が
大
切
か
、日
々
見
極
め
な
が
ら
、主
役
は
子
ど

も
を
念
頭
に
保
育
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

初
任
・
初
級
保
育
士
研
修
会
③

初
任
・
初
級
保
育
士
研
修
会
③

ひ
ば
り
保
育
園
　

ひ
ば
り
保
育
園
　
松
原
　
葉
子

松
原
　
葉
子
　　

　

初
任
・
初
級
保
育
士
研
修
会
の
3
回
目
を

11
月
22
日
（
金
）
に
福
祉
人
財
研
修
セ
ン
タ
ー

に
て
行
い
ま
し
た
。
株
式
会
社
保
育
の
デ
ザ
イ

ン
研
究
所　
研
究
員
の
川
辺
尚
子
先
生
を
講

師
に
迎
え
、
保
育
を
可
視
化
し
て
子
ど
も
の

育
ち
や
学
び
に
つい
て
話
し
合
う
実
践
型
研
修

会
で
し
た
。

　

始
め
に
、
参
加
者
は
各
々
、
保
育
実
践
を

ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め
持
参
し
、
4
人
程
度
の
小

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
発
表
し
合
い
ま
し
た
。

研
修
も
3
回
目
と
も
な
る
と
参
加
さ
れ
る

方
々
も
顔
見
知
り
と
な
り
、
積
極
的
に
意
見

交
換
を
し
合
い
、
時
に
は
笑
い
声
も
聞
こ
え
、

発
表
後
に
は
良
い
笑
顔
で
拍
手
を
し
て
称
え

合
って
い
ま
し
た
。

講師の講師の塩塩
し お の やし お の や
野谷野谷斉斉

ひとしひとし
先生先生
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休
憩
を
は
さ
み
、
3
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
で
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョン
を
行
い
ま
し

た
。
小
グ
ル
ー
プ
で一度
発
表
し
て
い
る
せ
い
か

発
表
す
る
側
も
聞
く
側
も
積
極
的
で
、
保
育

実
践
に
つ
い
て
多
く
の
質
問
が
や
り
取
り
さ
れ

ま
し
た
。
子
ど
も
の
様
子
や
遊
び
の
内
容
等
、

保
育
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
語
り
合
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

発
表
を
終
え
る
ご
と
に
、
川
辺
先
生
に
興

味
深
い
ポ
イ
ン
ト
や
魅
力
的
な
保
育
だ
っ
た
と

こ
ろ
を
講
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。
普
段
保
育

を
し
て
い
る
と
中
々
結
果
が
見
え
に
く
く
、
子

ど
も
の
成
長
や
保
育
の
視
点
を
見
失
い
、
時
が

過
ぎ
て
い
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
写
真
に
収

め
発
表
し
、
語
り
合
う
こ
と
で
自
分
の
実
践

し
た
保
育
を
じ
っ
く
り
と
振
り
返
る
こ
と
が
で

き
、
他
の
保
育
士
の
実
践
に
つ
い
て
、
写
真
を

見
な
が
ら
語
り
合
う
こ
と
で
保
育
の
内
容
の

理
解
が
深
ま
り
、
よ
り
豊
か
な
保
育
が
実
践

で
き
る
と
感
じ

ま
し
た
。
参
加

さ
れ
た
方
に
は
、

保
育
士
同
士
で
、

保
育
に
つ
い
て
語

り
合
う
面
白
さ

を
体
験
し
て
い

た
だ
け
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

期　　　日期　　　日 事　業　名事　業　名 場　　　所場　　　所 備　　　考備　　　考

4月23日（水）4月 23日（水）監事会監事会 鳥取市 福祉人材研修センター鳥取市 福祉人材研修センター

5月13日（水）5月 13日（水）第 1回理事会第 1回理事会 鳥取市 福祉人材研修センター鳥取市 福祉人材研修センター

5月23日（金）5月 23日（金）代議員会、第 1回施設長研修会代議員会、第 1回施設長研修会 倉吉市 エースパック未来中心倉吉市 エースパック未来中心

6月11日（水）6月 11日（水）
～13日（金）～13日（金）全国私立保育研究大会全国私立保育研究大会 岐阜県高山市岐阜県高山市 全国私立保育連盟全国私立保育連盟

6月未定6月未定 第 1回食育研修会第 1回食育研修会 ＷＥＢＷＥＢ

7月10日（木）7月 10日（木）保育士研修会保育士研修会 倉吉市 エースパック未来中心倉吉市 エースパック未来中心

7月17日（木）7月 17日（木）初任・初級保育士研修会①初任・初級保育士研修会① 鳥取市 福祉人材研修センター鳥取市 福祉人材研修センター

7月17日（木）7月 17日（木）
～18日（金）～18日（金）日本保育協会中国・四国ブロック研修会日本保育協会中国・四国ブロック研修会 岡山県 岡山市岡山県 岡山市 日本保育協会中国・四国ブロック日本保育協会中国・四国ブロック

7月29日（火）7月 29日（火）
～30日（水）～30日（水）中国地区保育研究大会中国地区保育研究大会 広島県広島県  広島市広島市 中国地区保育協議会中国地区保育協議会

8月29日（金）8月 29日（金）第 1回乳児保育研修会第 1回乳児保育研修会 倉吉市 エースパック未来中心倉吉市 エースパック未来中心

8月未定8月未定 第 1回障がい児保育研修会第 1回障がい児保育研修会 未定未定

9月3日（水）9月 3日（水）初任・初級保育士研修会②初任・初級保育士研修会② 倉吉市 倉吉体育文化会館倉吉市 倉吉体育文化会館

11月 6日（木）11月 6日（木）第 2回施設長研修会第 2回施設長研修会 倉吉市 エースパック未来中心倉吉市 エースパック未来中心

11月 20日（木）11月 20日（木）
～21日（金）～21日（金）

全国教育・保育研究大会 全国教育・保育研究大会 
＊�＊�これまでの全国保育研究大会と全国保育士会これまでの全国保育研究大会と全国保育士会
研究大会が１つの大会となります。研究大会が１つの大会となります。

東京都東京都 全国保育協議会 /全国保育士会全国保育協議会 /全国保育士会

11月未定11月未定 第 2回障がい児保育研修会第 2回障がい児保育研修会 ＷＥＢＷＥＢ

11月未定11月未定 第 2回乳児保育研修会第 2回乳児保育研修会 ＷＥＢＷＥＢ

11月未定11月未定 第 2回食育研修会第 2回食育研修会 未定未定

12月 19日（金）12月 19日（金）初任・初級保育士研修会③初任・初級保育士研修会③ 鳥取市 福祉人材研修センター鳥取市 福祉人材研修センター

1月17日（土）1月 17日（土）鳥取県保育推進研究大会鳥取県保育推進研究大会 倉吉市 エースパック未来中心倉吉市 エースパック未来中心

1月1月未定未定 中国地区保育協議会人材養成研修会中国地区保育協議会人材養成研修会 岡山県 岡山市岡山県 岡山市 中国地区保育協議会中国地区保育協議会

未　定未　定 主任保育士研修会主任保育士研修会 未定未定

未　定未　定 全国私立保育連盟中国・四国ブロック研修会全国私立保育連盟中国・四国ブロック研修会 未定未定 全国私立保育連盟中国・四国ブロック全国私立保育連盟中国・四国ブロック

＊期日及び内容等については、変更となることがありますので御了承ください。＊期日及び内容等については、変更となることがありますので御了承ください。

令和７年度　研修等計画　令和７年度　研修等計画　

初任・初級保育士研修会場の様子初任・初級保育士研修会場の様子

☞☞  日程や場所が決まってきています！日程や場所が決まってきています！県外研修県外研修
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　今回のえほんばなしは【あるテーマ】に沿って絵本を紹介いたします。

　今回の絵本紹介は、テーマ【2024 年にご逝去された作家の作品】の中から思い入れが深い４冊を紹介いたし
ました。私が 1982年に生まれる前から既に第一線でご活躍されていて、もうどの絵本も出版されていました。
保育士になったのが 2003年。20年経ってもまだまだ子どもたちの中で読まれ続けていました。それから更に
20年以上経った現在でもバリバリの現役絵本。今年度もクラスの子どもたちと読みあっています。
　2024 年は多くの絵本作家さんが亡くなられました。この記事をまとめている最中にも『14ひきのねずみシ
リーズ』（童心社）のいわむらかずお氏の訃報がとびこんできました。お悔やみ申し上げます。
　数えきれないほどの人たちを魅了してきた絵本作家の新作がもうでることはないのか…と心から残念に思い
ます。さとうわきこ氏の美術館に行き、サインを頂戴したことや谷川俊太郎氏のご講演を直接拝聴したことは
いつまでも思い出に残っています。そして、素晴らしい絵本たちをこれからも読み続けていくことが、次の世
代に残っていくことだと思っています。
　「死んでからが楽しみだ」と言っておられた谷川俊太郎氏は、今どこでどうしていらっしゃるのだろうかと物思い
にふける今日この頃な「えほんばなし」でした。

うっちー先生のえほんばなし⑬

『いそがしいよる』
さとう　わきこ作・絵　福音館書店/１９８１年

　きれいな星空を外で眺めたくなったばばばあちゃんは、ゆりイスを持ち出してゆったり
していました。そのまま外で過ごしたくなったので、家の中からベッドを持ち出してからど
んどん家財道具を持ち出し、最後には更なる快適を求めて暗幕を張って落ち着くという
本末転倒な話。
　全19作品ある『ばばばあちゃんシリーズ』の第一作目。

絵本紹介�

『そらいろのたね』

なかがわ　りえこ作　おおむら　ゆりこ絵　福音館書店/１９67年

　ゆうじくんの模型飛行機ときつねのそらいろのたねを交換。そらいろのたねを植えて
水をあげてみると…なんと！空色の家が生えてきたではありませんか！どんどん大きくなる
空色の家が欲しくなったキツネは再度交換。でも最後には大変なことに！！
　『いやいやえん』など同作者の他作品からもカメオ出演があり贅沢な絵本。

絵本紹介�

『おばけのてんぷら』
せな　けいこ作・絵　ポプラ社 /１９７６年

　食べることが大好きなうさこが、こねこくんの食べていた天ぷらを見て自分も食べたくなり天
ぷらを作りました。天ぷらの良い香りは山の上のおばけの所まで流れていきました。おばけがう
さこの作る天ぷらをつまみ食いしていたら、大ピンチが訪れます！！最後のオチは現代でも充分
に通用するすばらしさ。
　近代おばけ絵本の源流といっても過言ではないせなけいこ氏の代表作。

絵本紹介�

『ことばあそびうた』
谷川　俊太郎作　瀬川　康夫絵　福音館書店/１９73年

　谷川俊太郎氏のことば遊びの詩が１５編収録されています。その詩に世の中で一番売れ
ている絵本『いないいないばあ』(童心社 /１９６７年)の瀬川康夫氏が絵を描き、読者は
ことば遊びの世界へいざなわれていきます。「かっぱかっぱらった」「てとてとて」など言葉
のリズムが心地よく小気味よい♪
　私が保育士になって久しぶりに読んでみたら、全部覚えていて暗唱できたという逸話あり。

絵本紹介�

うっちー先生プロフィール　　　鳥取市公立園の保育士。保育士 /ジュニアスポーツ指導員 /絵本専門士
Ameba ブログ『絵本専門士うっちー先生の活動記録』保育士・幼稚園教諭向け総合メディア『ほいく is』コラム連載

令和 7年 3月21日� 第 41 号　（ 11 ）
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司
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付
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付
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械
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械
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習
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。
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２
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ご受賞ご受賞おめでとうございますおめでとうございます
令和６年度 鳥取県子ども家庭育み協会 会長表彰令和６年度 鳥取県子ども家庭育み協会 会長表彰
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わ
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園
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わ
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